




































































　SAPPHO（Rothwell et al. 1974）、ルーベスタインの研究（Rubenstein et al. 1976）、New 
Prod（Cooper 1979a,1979b）、スタンフォード・イノベーション・プロジェクト（Maidique 
and Zirger 1984）、New Prod Ⅱ（Cooper and Kleinschmidt 1986, 1987）など（川上 2005）。
（2）個別要因深化研究
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の研究の 2 つの先行研究に焦点を当てている。マーケティングと R&D の統合に関する研究
の流れを図表 2 のようにまとめている。
図表 2　マーケティングとR&Dの統合に関する研究の展開
Song and Parry ( )
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acting）集団意思決定プロセスの採用、⑩ 8 つのガイドライン、⑪品質機能展開（quality 













というコンティンジェンシー的視点が導入されていること（Kohli and Jaworski 1990；
Naver and Slater 1990）、および製品のタイプについては、市場志向が新製品開発の成果に
与える影響はラディカル製品よりもインクリメンタルな製品の方が大きいことが実証されて






























































































べ、また Karkkainen et al. （2001）は、潜在ニーズを評価することは、新製品開発を成功に






　2000 年代、Atuahene-Gima et al. （2005）は、反応型市場志向と先行型市場志向のどちら
に関わる新製品開発プロジェクトかを分けることは、製品パフォーマンスを高める上で重要
















1982; 石井・石原編著 1996, 1999）と顧客ニーズの不確定性、および「マーケティングにお
ける二面性」（栗木 2003）を重要な概念として押さえておきたい。
3-2　マーケティングとR&Dとの統合に関する研究





　1980 年代、Gupta, Raj and Wilemon （1985）は、新製品開発の成功のため、R&D とマー




　1990 年代、Griffin and Hauser （1996）は、新製品開発の効果を得るには、上位マネジメ
ントを巻き込むことが必要であると述べ、また Troy et al. （2008）は、新製品の成功には、
部門の横断的な統合が重要であり、統合と成功の関係には 9 個のモデレート変数が関わって
いて、効果を最大にする横断的構造を設計すべきであると述べている。さらに、Talke et 











R&D の統合手法である品質機能展開（quality function development: QFD）の研究を取り上
げる。まず、QFD について理解を深めるが、川上（2005）は次のように述べている。
　「マーケティングと R&D を統合する手法としてよく知られているものに、品質機能展開











　Griffin and Hauser（1992）は、QFD は R&D とマーケティングのチーム間の情報交換を





　2000 年代に入り、Duhovnik et al. （2006）は、顧客ニーズやウオンツの情報を収集し、新
製品開発プロセスとして QFD のフェーズを現し、Lee et al.（2008）は、Fuzzy Kano Model（3）
と QFD を組み合わせた方法により、製品設計の最適化と顧客満足を強化できることを提案
───────────































































　解決すべき第一の問題は CRs （customer requirements）と ECs （engineering characteris-
tics）の関係を質的と量的の両方で如何に結びつけるかである（Fung et al. 2006）、QFD は
CRs を ECs に変換する品質の家（house of quality）を活用する（Zhang and Chu 2009）、
さらに設計チームは、QFD プロセスにおいて ECs を決めることが必要である（Kwong et 
al. 2011）。
　これらの文献において ECs の表現が使われているが、これが技術特性と捉えられる。と
ころが、DRs （design requirements）と PCs （parts characteristics）を十分なレベルまで検
討することは QFD において重要な決定問題である（Chen and Ko 2009）と、「DRs」と





























とが目的である。これを前提として、QFD について理論的検討を加えている。Duhovnik et 












させる方法を検討することが必要である（Fung et al. 2006）が、顧客ニーズと技術特性の
関係を検討する担当者の知識レベル、経験、および環境は、新商品開発の初期ステージでの
曖昧さや不確実性がある中で、多岐にわたる情報を正確に評価することを難しくしている
（Zhang and Chu 2009）。さらに、顧客要求は技術的な表現が乏しいため、顧客ニーズと技
術特性の関係が曖昧になりがちであり、この曖昧さを無くすために QFD と FMEA を組み
合わせた手法が有効である（Chen and Ko 2009）。QFD のみの手法では顧客ニーズと技術
特性の関係を明確に把握することが難しいと言われている。
　Kwong et al.（2011）は、QFD を進める上で 2 つの曖昧な要素があるが、それは担当す
る人間の知覚の有り様と顧客の多様性であり、この 2 つの曖昧さが、どの技術特性を優先的
に検討すべきかに影響を与えると述べている。





　顧客ニーズは、顕在ニーズと潜在ニーズにニーズ分類されるが、第 3 節第 1 項の図表 7
のプロセスをもとに技術特性にどう反映されるか検討する。
　まず、潜在ニーズと顕在ニーズについて、先行研究レビューを見てみると次のように言わ
れている。すなわち、顕在ニーズとは、顧客自身の声そのものであり（Griffin and Hauser 
1993）、潜在ニーズとは、顧客がまだ認識していない（Unaware）ニーズである（Narver et 
al. 2004）。潜在ニーズを捉えるには、顧客の不平不満をポジティブに検討すること
（Duhovnik et al. 2006）が挙げられるが、リードユーザー法は、潜在ニーズを捉えることが
でき、イノベーション能力を向上させることができる（Lilien et al. 2002）。これらの顕在











　本項は、川上（2005）を引用し、理論的検討を行う。第 3 節第 1 項で競争的使用価値概
念について述べたが、川上（2005）では、ある製品の使用価値は、競争過程、さらには広
い意味での社会的文脈に依存して、偶然的要素を含みながら決まるという競争的使用価値の
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